
 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

  

  

  

  

  

１１万万株株ののススイイセセンンもも見見頃頃でですす！！  

 

金沢動物園（金沢自然公園）の梅林には、ウメが約２５０本植えられています。早

咲きのウメはすでに満開です。また梅林にはスイセンも植えてあり、現在約１万株が

満開になり、園内は早春の香りに包まれています。 

この魅力あふれる自然を愛でながら野点を楽しむ「梅見のお茶会」を開催します。 

早春の香りと彩りに包まれていただくお茶は、また格別。 

ぜひこの機会にご来園ください。 

 

 

       横浜市立 金沢動物園   指定管理者：（財）横浜市緑の協会 
☆住所：横浜市金沢区釜利谷東５-１５-１     ☆TEL：783-9101 

☆開園時間：9:30～16:30（入園は 16:00 まで） ☆URL：http://www.kanazawa-zoo.org/  

☆休園日：毎週月曜日（祝日の場合、翌日）、年末年始（12/29～1/1）。5 月、10 月は無休。 

☆入園料：一般 500 円、高校生 300 円、小中学生 200 円（毎週土曜日は高校生以下、入園無料） 

○ 交通のご案内 

《電車・バスご利用の場合》 

京浜急行「金沢文庫駅」西口から京急バス「野村住宅センター行き」約 12 分「夏山坂上」下車徒歩 6 分。 

土日祝日は京急バス「<急行>金沢動物園行き」あり。約 10 分「（終点）金沢動物園」下車すぐ。 

《お車ご利用の場合》 

横浜横須賀道路 釜利谷ジャンクションから金沢支線に進み、専用ゲートから直接高速側駐車場に入れます。 

また、一般道からは笹下釜利谷道路より正面口駐車場に入れます。（駐車料金：普通車 600 円） 

 

■取材される場合、画像データが必要な場合は、金沢動物園管理事務所（TEL：783-9101）にご連絡ください。 

 

 

 梅見のお茶会 

日時 ２月 5 日（土）10：00～15：00 

※雨天の場合は 6 日(日)に順延 

場所 金沢自然公園 梅林 

定員・参加費 先着 200 名・200 円（お菓子つき） 

お点前体験 先着 50 名・参加費 100 円 

内容 見頃となった梅を楽しみながら、おいしいお茶とお菓子をお召し上がり

ください。お子様との参加も歓迎です。 

金沢茶道会の皆様にお茶を点てていただきますので、気軽にご参加くだ

さい。また、今回新たに「お点前体験」を行います。ぜひ挑戦してみて

ください。                ＜協力：金沢茶道会＞ 

平成 23 年 2 月 3 日 
（財）横浜市緑の協会 
金 沢 動 物 園 

記 者 発 表 資 料 

 

 

 

 

 

※裏面参考資料もご覧ください。 
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〈参考資料〉 

■スイセン （ヒガンバナ科） 

和名：スイセン   学名：Narcissus tazetta L. 

生育地：日本の温暖地の海岸近くに生育 

本園のスイセンは房咲きのニホンスイセンと呼ばれ、よい

香りがあります。1 月から 2 月中旬が見頃です。本園を作る

以前に、現在の植物区の南向き斜面地には何枚かの畑があり

ました。その畑の隅に植えられていたスイセンを造成前に掘

り起こし、造成後に再び植付け、増やしてきたものです。将

来的には現在の梅林の林床に大スイセン畑を作っていく計

画です。現在約 10,000 株が植えられています。 

 

 

■ ウメ （バラ科） 

和名：ウメ    学名：Prunus mume Sieb. 

原産：中国。古代に日本に渡来したといわれています。 

特徴：早春に葉よりも早く花を咲かせ、白･ピンク・紅色、

一重のもの、八重のもの、しだれるもの等、園芸品種

は 300 種とも 400 種とも言われています。 

本園のウメ：約 30 種、350 本が園内各所に植えられていま

す。特に植物区の「うきうき林」には約 250 本

の梅林があります。梅林としてはまだまだ未成

熟ですが、年々風格が出てきました。 

 

本園のウメの種類：見驚（けんきょう）・一重寒紅(ひとえかんこう）・三吉野(みよしの）・ 

白加賀（しらかが）・内裏（だいり）・紅筆（べにふで）・緑萼（りょくがく）・未開紅（みかいこう）・ 

豊後梅（ぶんごうめ）・鹿児島紅（かごしまべに）・佐橋紅（さばしべに）など約 30 種。 

 

■ ロウバイ （ロウバイ科） 

和名：ロウバイ  学名：Chimonanthus praecox Link 

原産：中国（江戸時代初期に渡来） 

特徴：観賞用として植えられ、よく分枝し、高さは 2～5ｍ 

になります。葉は有柄で対生し、長さ 15cm の卵形、

あるいは楕円型で両端はとがっています。黄葉し、

落葉は他の樹木より遅く、落葉と同時ぐらいに花が

咲きだします。香りのよい黄色の花を下向きから横

向きにつけます。 

名前の由来：漢字で書くと「蝋梅」。文字通りミツバチが作

る巣の蜜蝋(みつろう)の色がこの花の色に似ることからで

す。透けて見えそうで見えない、なんともいえない色です。 

 

この時期、園内で見られる他の花 

サザンカ・カンツバキ・ボケ・ジュウガツザクラなど 

 

お問い合わせ先 

金沢動物園 園長 内田孝司 ℡045-783-9400 

 

 

 


